
仙台空港における横田基地所属ＣＶ－２２オスプ

レイの予防着陸について（口頭要請）  

 

令 和 ３ 年 ９ 月 ２ ９ 日 の 新 聞 報 道 お よ び 基 地 周 辺 自 治 体 ホ ー ム

ページによると 、９月２２日の午後 ９時３０分頃、米軍横田基地

所属のオスプレイ１機が 通常訓練の後、横田基地に帰投中に右側

のエンジンに関して問題の可能性を感知したため、乗員が標準的

な予防措置として 、仙台空港 に予防着陸し、陸上自衛隊の施設を

利用した。その後、機体の安全確認ができたことから、同月２４

日、横田基地に帰投した 旨の情報提供が防衛省北関東防衛局から、

東 京 都 お よ び 基 地 周 辺 自 治 体 に あ っ た こ と が 掲 載 さ れ て い ま す 。 

横田基地所属のＣＶ－２２オスプレイ は、令和３年６月１４ 日

に山形空港にも予防着陸しており、本町では、６月２１ 日に貴職

に事故の原因究明と再発防止を要請 しました。  

貴職においては、このような状況を十分認識され、下記のとお

り対応するよう要請します。  

記  

１  予防着陸に 至る経緯を明ら かにするととも に、原因究明を行

い、再発防止を図ること。  

２  横田基地所 属の航空機の点 検整備を強化す るとともに、安全

が確認される までの間、ＣＶ－２２オスプレイの飛行を中止し、

安全確保の徹底を図ること。  

 

令和３年９月３０日  

 

在日米軍横田基地第３７４空輸航空団司令官  

アンドリュー  Ｊ．  キャンベル大佐  殿  

 

 日の出町長  田村  みさ子  


